
～みんなで取り組む転倒対策～

１ 転倒災害の発生状況

令和２年における転倒災害の発生件数は１，３２０件と前年と比較し１１４
件（９．５％）増加しており、また、平成２７年以降増減を繰り返しているも
のの、全労働災害の２０％強を占めています。

２ 転倒災害の特徴

高齢者の比率が高く、経験年数が長い方の被災も多く、被災者の多くが
１か月以上の休業を余儀なくされています。
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３ 取り組みの必要性

・ 転倒災害とは滑ったり躓いたりして転ぶことを指しますが、事故の型別
では最も多い災害であり、休業日数も長くなる傾向があること。

・ 日常生活でも起こりうる基本的な災害であり、転倒災害防止の取り組
みが日常生活の安全にもつながること。

・ 基本的な災害であることから、原因と対策の検討を行うことで災害防
止の取り組みに対する基礎知識が得られること。

具体的な取り組み内容は裏面に

【取組期間 令和３年６月～令和４年２月】
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４ 取り組むべき内容

（１）安全管理体制を整備しましょう
取り組みを行うためには、事業主が率先して取り組むことは勿論、安全
面の知識を持つ方が中心となり組織的な取り組みを行う必要があります。
（労働者数１０名以上５０名未満の事業場は安全衛生推進者（安全推進者、衛生推
進者）、５０名以上は安全管理者の選任が必要です。）

（２）事業場内の危険箇所を把握しましょう
過去の災害事例や、労働者の方々からヒヤリハット事例を収集するなど
により、転倒災害の危険箇所等の把握に努めます。

（３）把握した危険への対策を検討し、実行しましょう
（２）で把握した危険に対する対策を検討し、その対策を実行します。
（対策の検討は（１）で選任した方のみで行うのではなく、労働者数５０名以上の事業
場では安全衛生委員会、それ以外の事業場でも複数で検討することが必要です。）

（４）定期的に点検を行い、対策が守られているか確認しましょう
毎月１日～７日までの間を対策が守られているか点検する期間とし、
チェックリスト等作成し点検しましょう。
（点検作業は一部の担当者のみで行うのではなく、当番制にするなど全員が参加で
きる手法を講じることが効果的です。）

※ 点検の際使用するチェックリストを作成する際は以下の表を参考にしてください。

セーフティチェック項目 ✔

1 通路、階段、出入口に物を放置していませんか □

2 床の水たまりや氷、油、粉類などは放置せず、その都度取り除いていますか □

3 安全に移動できるように十分な明るさ（照度）が確保されていますか □

4 転倒を予防するための教育を行っていますか □

5 作業靴は、作業内容に適した耐滑性があり、かつ、サイズが合うものを選んでいますか □

6 ヒヤリハット情報を活用して、転倒しやすい場所の危険マップを作成し、周知していますか □

7 段差のある箇所や滑りやすい場所などを標識などで注意喚起していますか □

8 ながらスマホやポケットに手を入れたまま歩くこと、手すりを持たない階段の昇降などを禁止し
ていますか

□

9 ストレッチ体操や転倒予防のための運動を取り入れていますか □

５ その他

転倒災害は高齢者に多いことから、これらの方々に対する対策も必要です。
以下のQRコードから関係資料をご覧いただき、参考としてください。
・ エイジフレンドリー対策指針

厚生労働省が示している高齢労働者対策を取りま
とめた資料になります。

・ 福岡労働局公式YouTubeチャンネル
転倒災害に関する動画等がありますので
参考にしてください


